
本
屋
さ
ん
で
見
か
け
た
本
で

気
に
な
る
絵
本
が
あ
り
ま
し
た
。

今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
い
せ
ひ
で
こ
」
さ
ん
の
絵
本

「
大
き
な
木
の
よ
う
な
人
」
線

と
水
彩
が
実
に
綺
麗
。

現
地
パ
リ
の
そ
の
場
に
行
っ
て

み
た
く
な
っ
た
。

そ
の
前
に
原
画
を
見
た
い
。
本

物
の
匂
い
、
空
気
、
オ
ー
ラ
を

感
じ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

絵
画
で
も
工
芸
や
写
真
で
も
、

対
象
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
成
立
、
想
い
が
作
品
の
芸

術
性
を
決
定
し
ま
す
。

昨
年
11
月
に
開
館
し
た
ホ
キ

美
術
館
（
千
葉
・
写
実
絵
画
美

術
館
）
へ
最
近
行
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る

写
実
専
門
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

森
本
将
介
・
五
味
文
彦
・
野
田

弘
志
・
生
島
浩
、
外
約
40
名
の

画
家
の
壮
観
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

本
物
に
込
め
ら
れ
た
精
神
性
は
、

ど
ん
な
に
時
間
を
経
て
も
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
想
い
が
直
接
伝
わ
っ

て
来
る
も
の
で
す
。

描
い
た
人
は
ど
ん
な
方
か
、

地
域
・
時
代
に
も
興
味
が
涌
く

も
の
で
す
。

分
か
る
範
囲
で
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｇ
Ｌ
Ｅ

等
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

夫
は
柳
田
邦
男
（
ノ
ン
フ
イ
ク

シ
ョ
ン
作
家
）
さ
ん
で
し
た
。

長
野
県
安
曇
野
市
に
、
「
森
の

お
う
ち
」
と
い
う
絵
本
美
術
館

が
あ
り
、
コ
テ
ー
ジ
と
喫
茶
室
・

レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
さ
れ
た
こ

の
美
術
館
で
、
「
い
せ
ひ
で
こ

絵
本
原
画
展
」
が
開
催
（
9
月

15
日
ま
で
）
昨
日
ま
で
で
誠
に

残
念
で
し
た
。

『
大
き
な
木
の
よ
う
な
人
』

（
講
談
社
）
と
『
に
い
さ
ん
』

（
偕
成
社
）

の
原
画
を
中
心
に

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

思
い
立
っ
た
ら
即
行
動
す
る

こ
と
で
す
。
考
え
な
い
、
考
え

た
ら
何
も
前
に
進
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
突
破
力
に
な
り
、
こ
の

時
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
の
経

験
は
、
行
動
か
ら
得
ら
れ
る
も

の
で
、
大
き
な
力
に
な
る
も
の

で
す
。

一
冊
の
本
か
ら
で
も
、
実
に
多

く
の
こ
と
が
加
速
度
を
付
け
、

爆
発
的
に
波
及
し
ま
す
。

本
も
出
合
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
当
然
に
人
生
が
変
わ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

奇
跡
も
起
こ
る
ハ
ズ
で
す
。

練
馬
区
立
美

術
館
の
磯
江
毅

展
も
併
せ
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

10
月
2
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

磯
江
毅
氏
（
０
７
年
没
・
53
歳
）

が
以
前
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
表
現
す
る
の
は
自
分
で
は
な

く
、
対
象
物
自
体
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
（
中
略
）
角
膜

に
受
動
的
に
映
る
映
像
を
根
気

よ
く
写
す
行
為
で
は
な
く
、
空

間
と
物
と
の
存
在
の
な
か
か
ら

摂
理
を
見
い
だ
す
仕
事
だ
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
物

は
見
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
じ

め
て
見
え
て
く
る
の
で
す
。
」

死
を
知
っ
て
か
ら
の
絵
は
凄
み

が
漂
い
、
執
念
に
涙
が
込
み
あ

げ
て
来
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

次
は
10
月
22
日
か
ら
12
月
18

日
、
奈
良
県
立
美
術
館
で
開
催
。

ホ
キ
美
術
館
を
含
め
、
再
び
感

動
し
た
絵
に
又
会
い
た
い
も
の

で
す
。
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最
近
経
営
者
の
皆
さ
ん
で
入
院

さ
れ
る
方
が
多
い
の
が
、
気
に
な
り

ま
す
。

健
康
は
事
業
と
同
じ
大
事

な
仕
事
で
す
。

生
物
は
遺
伝
子
で
生
き
る

よ
う
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
摂
理
に

従
い
且
つ
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
健
康
を
勝

ち
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
事
も
日
々
の
積
み
重
ね
で
す
が
、

何
の
た
め
か
は
、
理
念
が
必
要
で
す
。

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
「使
命
」の
た
め
で
す
。

事
業
不
振
に
陥
る
の
は
、
問
題
や

解
決
す
べ
き
目
標
が
不
明
確
で
、

折
衷
案
の
判
断
が
一
因
で
す
。

人
間
の
精
神
力
と
意
志
の
力
が
不

可
能
を
可
能
に
し
ま
す
。

健
康
も
「決
断
と
実
行
」で
す
。

ま
ず
、
そ
れ
は
何
を
す
る
か
で
な

く
、
何
を
し
な
い
か
で
す
。

絶
対
的
な
こ
と
は
誰
で
も
、

自
分
に
「
嘘
」
を
付
か
な
い

こ
と
で
す
。

心
の
不
健
康
・「嘘
」

は
他
人
に
、
必
ず
見

抜
か
れ
る
も
の
で
す
。


